
近年、デジタルトランスフォーメーション（DX）という言葉を

耳にすることが増えてきました。DXとは広義に言うと「ITの活

用で新たな価値を生み出し、経済競争の舞台で活躍するこ

と」と言えます。しかしDXの要となるITの領域には、技術とし

ての成長速度と知識としての浸透具合にはかなりの乖離が

あり、いわゆる情報の格差が発生していることが課題として

あります。

そこで、ITの技術に触れ、業務に活用する機会の創出とし

て、VBA（Visual Basic for Applications）について学習する講

座を開くことにしました。VBAを学ぶと、オフィスでよく利用さ

れるMicrosoft Officeシリーズでの業務を効率化することが

可能になります。本講座では、入門としてExcelのマクロ機能

について学びます。少しでも早く普段の業務で利用していた

だけるよう、実践的な内容にも触れていきますので、受講を

通して、業務精度向上やスキルアップを目指しましょう！

研修内容

IT共育講座：Excel VBA (入門編) 受講生募集！

日程 研修時間 種別 内容

１回目
(3月2日)

10:00～17:30
講義
・
演習

【IT共育1】
デジタルトランスフォーメーションの概要

【IT共育2】
VBA研修
・VBAとマクロの概念
・演習1：マクロを記録で作ってみよう
・VBAのソースについて学ぼう
・演習2：VBAのコーティングをしてみよう
・講義まとめテスト

２回目
(3月3日)

申込期限

申込方法

申込先・問合せ先

2023年 2月 24日（金） ※先着順で、定員になり次第締め切らせていただきます。

裏面の「受講申込書」に必要事項をご記入の上、ファックスにて下記へお申
し込みください。当センターホームページからも「受講申込書」はダウン
ロードできます。

（公財） 岩手県南技術研究センター 担当：今井
〒021-0902  一関市萩荘字高梨南方114番地1
電話：0191-24-4688 FAX：0191-24-4689

E-mail： imaik@sirc.or.jp URL http://www.sirc.or.jp

（令和4年度一関市補助事業／一関市ものづくり人材育成事業)

研修日程

2023年 3月 2日（木）, 3日（金）10：00～17：30

研修会場

岩手県南技術研究センター

講 師

株式会社ブレインアーツ

募集人員

各回：８名
※1社2名まで。席に余裕が有る時は考慮します

受 講 料

3,000円
※受講日当日に徴収します。

対象者

パソコン業務に従事されている方
※専門知識は特に不要です

主催： 公益財団法人 岩手県南技術研究センター

【講師より ごあいさつ】

はじめまして。今回講師を務めさせていただきます、株式会社
ブレインアーツのシステムエンジニアです。

VBAはMicrosoft Officeシリーズに搭載されているプログラミン
グ言語です。この言語を学ぶ最大のメリットは、普段会社で
Microsoft Officeシリーズを使って行う業務を簡略化したり、自動
化することができるようになります。そういった理由で、VBAはオ
フィスワークの方が特に学んでいる言語です。
限られた時間の中の講義ですので、研修後にもしっかり活か
せる厳選した内容をご提供できるようがんばります！
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令和5 年 月 日

次のことに同意し、下表のとおり受講を申し込みます。
○受講に関する連絡等に使用します。
○この情報は目的以外に使用することはありません。
○収集したデータ処理などのため外部に委託することはありません。

受講希望日

□にレ印を付けてください。

※選択制 どちらも内容は同一です。

□①3/2 (木)

□②3/3 (金)

氏名（ふりがな） （ )

年齢
性別

（どちらかに○）
歳 男 ・ 女

所属企業

所属部署・役職

所 在 地

電話番号

ファックス番号

メールアドレス

※今回のExcel VBA講座(入門編)で学びたいことがありましたらご記入ください。

（公財）岩手県南技術研究センター 行
FAX：0191-24-4689

□人材育成メール不要 （岩手県南技術研究センターから、講座案内などをメールでお送りします。）

（令和4年度一関市補助事業／一関市ものづくり人材育成事業)

Excel VBA講座(入門編)
受講申込書

※受講料（３,０００円）は、受講日にご持参ください。

（公財）岩手県南技術研究センターは、地域企業の
「ものづくり」・「技術開発」・「共同研究」を応援します。
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